8-4-16　政策・事業評価専門委員会

1. 専門委員会の予算

　　　予算：150万円

2. 主な活動の記録
(1) 活動目標

政策・事業評価専門委員会では平成16年9月から2年間の活動期間で総合事業評価の手引書を成果として取りまとめることを目標においている。今年度は活動成果として手引書を取りまとめる。

(2) 委員会の開催

　・専門委員会：延べ19回開催（平成18年度は12月まで10回）

　・政策・事業評価講演会（平成18年8月実施）

(3) 活動経緯

平成17年度には①総合評価手引書のドラフト作成、②政策・事業評価講演会を開催した。
平成18年度は①地方自治体の総合評価の実情と課題を把握するため特徴的な自治体を選んでヒアリングを実施した。②これを踏まえて手引書の最終とりまとめを行った。さらに③交通需要予測と事業評価に関するセミナーを開催した。

a) 総合評価手引書のまとめ

平成17年度作成した手引書のドラフトのブラッシュアップを中心に取りまとめ作業を進めた。実務面からは特に地方自治体で取り組んでいる総合評価の実態と抱える課題を明らかにすることが重要と考え、評価手法から特徴的な自治体を選定して、ヒアリング調査を実施した。これらを踏まえ、コンサルタント技術者が総合評価を実施していく際の課題・留意事項をまとめた。道路、河川の2WGで進めた作業を専門委員会で検討し平成19年5月に報告書をとりまとめ、会員へ公開する予定である。

b) 政策・事業評価セミナー

平成18年8月に事業評価に関するセミナーを実施した。講師は東京都建設局道路計画担当部長桐越信氏でテーマは「道路整備における便益計測方法と交通需要予測方法の関係」である。聴講者は専門委員会メンバー企業の技術者を中心に、60名余の参加を得た。

3. 次年度の活動について

　次年度以降新体制を発足させて最終手引書のまとめを通じて明らかになった実務課題に取り組む。

1 実務課題の整理をベースに主たるテーマの設定と活動の実施

2 政策・事業評価に関する最新実務情報をモニタリング（行政担当者講演会等実施を含む）

3 必要に応じて政策・事業評価に関する最新の研究情報を収集（先端的研究者のセミナー企画実施等を含む）

4 政策・事業評価に関する海外情報収集整理

　　これらの検討を進め、2ヵ年を目標に報告書を取りまとめる。
（政策・事業評価専門委員会委員長　藤田　清二）

